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研究要旨 

123I-BMIPP の洗い出し率計算は、中性脂肪蓄積心筋血管症（TGCV）診断の鍵となる。一般に

心臓核医学では様々な計算方法が用いられてきた。そこで、本研究では planar像を用いる

計算法２種類、SPECTの polar mapを用いる方法２種類、短軸像加算像を用いる方法２種類

取り上げ、診断精度を検討した。BMIPP 検査 21 件について、TGCV と non-TGCV の２群に分

けて検討したところ、このいずれを用いても、診断基準である洗い出し率 10％は有効であ

ることが確認された。注意を要する病態についても安定した結果を得る方法を提案した。 

 

A. 研究目的 

 123I-BMIPPを用いた洗い出し率（WR）計算

方法について、これまで核医学的に用いら

れていた各種方法を検討し、診断精度と注

意点を整理することが目的であった。 

B. 研究方法 

TGCVを疑って 123I-BMIPP検査を施行した

17症例（21回の検査）について、TGCV確

定群（14回）と non-TGCV群（7回）の検査

について検討した。planar像を用いる計算

法を２種類、SPECTの polar map を用いる

方法を２種類、短軸像加算像を用いる方法

を２種類について、123I-BMIPP の早期像から

後期像への WRを検討した。 

（倫理面への配慮） 

本研究は金沢大学倫理審査委員会に申請

し承認を得た。 

C. 研究結果 

６方法について検討したところ、いずれの

方法を用いても、TGCVの診断基準である

WR=10%が有効であることが確認された。

Planar法ではバックグラウンドを用いない

方が結果は安定していた。WR polar map を

用いる場合は、画素毎の計算法、平均値か

らの計算法でも同様の精度であった。また、

短軸断層像を心基部から心尖まで加算する

SAsum法でも、全体の平均法、8セクター計

算法のいずれも良好な診断精度を示した。 

D. 考察 

 従来、TGCVの診断には polar mapを用い

て画素毎の WRの平均計算から求める方法

が主体であった。しかしながら、古典的に

用いられてきた planar法も簡便ながら

SPECTを支持する方法として有効である。

また、短軸像加算法は、すべての施設で簡

単に解析できる方法であり精度も良好であ

った。代謝欠損を有する症例では WRが変異

するので、誤診を回避する方法を提案した。 
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E. 結論 

123I-BMIPP の洗い出し計算方法については

様々な方法が用いられるが、一定の注意点

を考慮すれば TGCV の診断が可能であるこ

とが明らかとなった。 
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